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●大津市今堅田2-23-21●TEL：077-574-5087
●営業時間：ランチ10：00～14：30 カフェ14：30～17：30　
　　　　　　ディナー17：30～22：00（L.O.21：00）
●定休日：木曜日

ＢＲＥＺＺＡＢＲＥＺＺＡ
ブ レ ッ ツ ァブ レ ッ ツ ァ

●ＪＲ甲賀駅南口駅前 旧滋賀銀行

●京都市下京区烏丸通七条下る東塩小路町731　京都銀行京都駅前ビル８階
●TEL：075-353-1872

キリンビール（株）滋賀支社では、「国宝・彦根城築城400年祭」を記念してオ

リジナルラベルのビールを限定発売。キリンラガ－ビ－ル（中瓶）と麒麟淡麗

〈生〉の２種で、それぞれ彦根城のイラストや「国宝・彦根城築城400年祭」の

ラベルがデザインされている。彦根市を中心とした滋賀県内で５月中旬

ごろまで販売が予定されている。400年祭の記念にはもちろ

んのこと、彦根城でのお花見に持っていけば盛り上がること

間違いなし！（飲酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。）

1991（平成３）年のオープンを目指して、

(株)富士住建(現・フジサワ建設)がホテ

ル事業に乗り出すことになったが、その

話を聞いたときには心底驚いた。という

のも、周囲には大型ホテルがなく、地元

地域や行政からは「ホールやレストラン

のあるホテルにしてほしい」などといっ

た要望も寄せられ、計画段階から注目を

集めていた事業だったからである。そし

て、ホテル名は「来る21世紀に躍進するホ

テル」という意味を込めて「水口センチュ

リーホテル」と私が名付けた。

しかし、私には大阪のデベロッパーでの

経験から不動産や建築のノウハウはあっ

てもホテル事業に関しては全く知識がな

かった。そこでホテル経営に携わる者と

しての資質を磨くために、すぐに大阪の

デベロッパーを退職し、どこかのホテルに

就職することを考えた。ところが当時、国

内のホテルでは新規採用がほとんどな

かったため、簡単な英会話ができたこと

もあって、思い切ってアメリカのホテルで

学ぶこと自ら決心し、手続きを進めた。

現地に飛んだ私はさっそくカリフォルニア

州のホーリーネイムズ大学に付属する語学

学校で３ヵ月ほど現地で通用する英会話

を学んだ後、ホテル専門のビジネスス

クールにも通った。その後、学校からの

推薦でホテルの採用試験を受け、無事に

合格した。

こうしてウェスティンホテル・サンフラン

シスコ・エアポートに勤務することになっ

た私であるが、フロント業務で接客のノ

ウハウを学ぶものの、はじめはやはり言

葉に自信がなく電話に出るのも怖かった。

しかし若いということはありがたいもの

で、すぐに慣れた。またそのホテルの社

員で日本人は私だけだったので大変重宝

してもらえるようになった。

この時に知ったことは「チームワーク」が

非常に大事であるということだった。社

員同士の円滑なコミュニケーションが全

てお客様のサービスに大きく影響すると

いうことである。

アメリカでは性別も年齢も関係なく、自

分のやりたいことに能力を発揮して働く

人々の姿が印象的だった。また私自身も

職場の仲間に「日本人はよく働くという

が本当だったんだ」と思ってもらえるぐ

らいに人より多く働いた。ほかに日本人

がいない環境での生活だったが、友人も

できて充実した毎日を送ることができた。

実を言うと初めてアメリカに着いた時は

すぐにホームシックになり、日本の友人に

国際電話を掛けまくったが、やっぱり自分

が決断した道ということで再度決心した。

２年経って日本に帰るころには、もう帰

りたくないくらいアメリカでの生活にな

じんでいる自分がいた。

こうして２年間の修行を終えた私は1994

（平成６）年に帰国。すでにオープンして

いた水口センチュリーホテルの支配人と

して働くことになった。多少の不安はあっ

たものの、社員のみなさんに支えられな

がらサービス第一主義で仕事に取り組ん

だ。またホテルのホールで開かれる会合

には積極的に顔を出し、富士住建(現・フ

ジサワ建設)の藤澤正幸をアピールするこ

とも忘れなかった。

スイス人のスイス人の
クラスメイトと共にクラスメイトと共に
スイス人の
クラスメイトと共に

琵琶湖大橋西詰近くにある「ＢＲＥＺＺＡ」は気

軽にイタリア料理が楽しめる店。昨年まで

はパンのメニューが中心だったが、お客さ

んからの要望でパスタを取り入れ、イタリ

アンレストランとしてリニューアルした。

今回ご紹介するのは
【パスタランチ】（1,000円）
・お好きなパスタ・パン・サラダ

選べるパスタはペペロンチーノやボンゴレ

ロッソなど10種類。どれにしようか迷ってし

まうが、今回は特に人気のサーモンクリー

ムをいただいた。

コクのあるクリームソースがパスタによく絡み、

サーモンの鮮やかな色が食欲をそそる。外

はカリッと中はモチモチのフランスパンは、パ

スタとよく合い、食べごたえも十分。さらに

プラス100円でコーヒーか紅茶が、プラス200円

でミニデザートの盛り合わせがついてくる。

「食堂のように誰でも気軽に入れる店にして

いきたい」と店長の荻野淳介さん。好きなも

のを好きなだけ食べてもらいたいと、ディナー

にはあえてコースメニューを用意していない。

パスタ以外にも、パン・サラダ付きの「チキ

ンのトマト煮（1,000円）」や「ミラノ風トンカツ

（1,100円）」など豊富なメニューがそろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取材・澤井）

●甲賀市甲賀町相模170
●TEL：0748-88-2370

●日時：4/21(土)開演：19：30（開場：19：00）
●会場：Ｋａｆｕｋａマイスター館
●料金：大人1,500円 学生500円
       甲賀広域勤労者互助会1,000円
　　　 ※当日ＪＲを利用される方は、大人1,000円で入場可
　　　　　　能。甲賀駅の改札で乗降切符を受け取って下さい

き  りんたんれい

たかふみ

甲賀市にある

Ｋａｆｕｋａマイス

ター館は、1998

（平成10）年に

開館した貸し

ホール。もとは

1960（昭和35）年に建設された銀行の建物

で、洋風の趣ある雰囲気が魅力。銀行の

移転に伴い一時は取り壊しも検討され

たが、住民や大原市場商店街から「なん

とか建物を残して町の活性化に利用した

い」という声が上がり、生まれ変わった。

中に入ると金庫があったり、ホール窓際

に回廊が巡らされていたりと建物自体が楽

しめ、手作りメニューのカフェもある。

絵画教室や展示会、会議などに利用でき

るが、今は毎月恒例のライブ活動が特に

人気とのこと。

「開館当初より月例ライブを開催してきま

した。最近はライブハウスとしての認識が

高まってきて、手応えを感じています。

これからも甲賀町の町興しのキーポイン

トとしていきたい」と大原市場商店街会

長の松下健一さん。

イベントの企画や運営はすべてボランティア

スタッフによるもの。素人ばかりで作り上げ

る手作り感が出演者やお客さんにも好評だ。

仕事の傍ら、ボランティアグループ「音楽企

画団ＫＡＦＵＫＡ」の一員として企画・運営

に携わる小川剛史さんにお話を伺った。

「音楽好きな仲間が集まり『音楽企画団ＫＡ

ＦＵＫＡ』として頑張っています。素人ばか

りで大変なこともありますが、この場所で

音楽をやることを楽しんでいます」とのこと。

手作り感覚あふれるライブを味わってみて

ほしい。（取材・福本）

1967（昭和42）年生まれ。関西
大学卒。

1956（昭和31）年創業。1969（昭和
44）年（有）富士住建設立。1996
（平成８）年(株）フジサワ建設に
社名変更。一般建築から商業
施設など幅広い分野の建築を
扱う。地域に役立つ企業を目
指し、お客様第一主義による
「提案型」経営を心がけている。


